
交
正
岡
与
六
日
三
十
一
日
明
曽
田
郷
侃
h
w
B
M
《

U
W
M
-
m
開
一
回
阿
曽
田
W
V
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辛子哩聾日-~司ー・昼匹区司ヲPß lJi!1; 

新

年

特

別

韓

禁

営
利
の
事
業
に
属
せ
ゲ
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時
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所
得
・
!
訪
中
博
士
紳
戸

包
括
枇
舎
串
概
念
批
判
・

明
治
一
初
年
の
大
阪
の
新
工
業

リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
論
・

換
算
に
依
る
企
業
の
統
制

文
串
柿
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組
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士

-
翻
憐
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交
通
事
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主
糟
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・
・
・
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柄
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地
下
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明
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年
大
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御
用
金
・
-
-
-
e

制前期博士

韓
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米
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カ
ア
ド
ウ

O
恐
慌
論

第
二
十
八
谷

tλ 

自許

税

一七

月、

リ

カ

ア

ウ

の

恐

慌

論

て
古
典
唱
蹴
由
枇
命
的
私
在
と
持
山
恐
慌
諭
一
般

二
、
古
典
準
倣
に
於
け
る
リ
カ
ア
ド
ウ
浩
協
市
内
地
世

三
、
彼
れ
の
総
械
的
組
験
と
一
七
九
一
ニ
作
自
恐
慌

四
、
彼
れ
の
維
持
的
制
虫
と
一
七
九
七
年
白
恐
慌

玉
、
彼
れ

ω
料
械
的
研
抗
と
一

λ
一

ο作
及
び
一

λ
一
五
年
世
恐
慌

六
、
彼
れ
山
U

『
純
情
胤
論
』
と
一
入
一
九
年
の
恐
慌

七
、
リ
h

M

T

ド
ウ
制
掛
離
に
於
げ
る
恐
慌
諭
山
地
位
(
叫
上
本
鋭
掲
拙
)

谷

士
口

彦

口

入
、
提
本
山
蓄
積
と
生
産
白
制
限

山
.
『
般
的
批
此
t
部
八
百
的
出
蹴

一
0
.
部
分
的
恐
慌
の
原
凶

一
一
、
総
括
比
び
部
分
的
恐
慌
の
批
判

二
一
、
欲
望
知
限
説
、
物
々
交
換
説
、
生
産
拠
制
限
設
の
批
判

ιl 
上

古
臭
事
振
の
一
耽
曾
的
存
在
す
」
そ
の
恐
慌
論
一
般

古
典
凪
干
減
に
嵐
す
る
経
済
忠
一
a

者
は
.
彼
等
の
刺
曾
的
存
在
に
制
約
苫
れ
て
、

そ

ω恐
慌
理
論
に
於
て
特
に
興
味

あ
る
畿
日
止
を
示
し
て
ゐ
る
o

彼
等
は
十
人
世
紀
ゆ
後
四
宇
期
よ
り
、
十
九
世
紀
の
前
四
竿
期
に
至
る
約
竿
世
紀
に

わ
た
っ
て
、
恰
も
資
本
主
義
縦
済
組
織
の
成
立

5
ぞ
の
川
を
同
じ
う

L
て
存
在
L
た
o

康
業
革
命
を
経

τ、
漸
〈

品
目
展
の
途
に
つ
き
つ
、
ゐ
っ
た
嘗
附
の
資
本
主
義
に
於
て
は
、
恐
慌
は
い
ま
花
英

ω十
分
な
る
形
態
に
於
て
編
現



す
る
に
歪
ら
な
い
。

一
入
二
五
年
以
後
の
諸
恐
慌
が
、
近
世
的
意
味
に
於
け
る
経
済
恐
慌
な
る
こ
正
は
、
多
〈
の

事
者
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
が
、
総
て
の
も
の
、
後
展
に
於
り
る
ご
同
じ
〈
、
近
世
的
恐
怖
も
亦
、
決
し
て
直
ち

に
完
成
さ
れ
た
る
形
態
に
於
て
其
蕗
に
現
は
れ

τ来
た
も
の
で
も
な
〈
、
ま
た
決
し
て
突
如
ご
[
て
ん
撚
よ
h
有
を

創
造

L
出
し
た
も
の
で
も
な
い
。

産
業
革
命

ω前
夜
に
位
す
る
λ

ミ

Zω
時
代
は
姑
ら
く
措
き
・

す
で
に
此
の
漣
挙
が
二
郎
り
完
成
を
遂
げ
て
、

資
本
主
義
の
成
立
を
磁
定

L
た
y
カ

7
ド
ヲ
及
び
7

Y

サ
ー
の
尚
代
に
於
て
は
、
此
山
町
制
度
に
特
有
な
近
世
的
活

悦
も
亦
・
此

ω成
立
ピ
共
ド
其

ω中
ド
は
「
く
ま
れ
つ
、
め
っ
た
。

一
七
九

0
年
代
よ
h
一
人
二

O
年
前
法
に
至

る
間
山
り
数
次
の
恐
慌
及
び
一
般
的
不
況
は
、
後
に
崎
地
ぷ
る
が
如
(
、
偶
然
的
な
原
因
に
支
配
古
る
、
こ
さ
強
〈
、

従
っ
て
そ
こ
に
は
多
分
に
前
世
的
恐
慌
山
痕
跡
を
留
め

τは
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
而
か
も
仰
は
筏
代
的
恐
慌
に
俊
民

す
べ
き
多
〈

ω
是
メ
ン
ト
を
其
的
中
に
包
合
し
て
ゐ
た
。
ぞ
れ
故
に
、
古
典
仮
経
済
事
者
ご
し
て
正
常
に
一
括
せ

ら
る
、
一
一
幽
の
皐
者
は
、
資
本
主
義
制
度
に
謝
す
る
認
識
の
根
本
的
態
度
に
於

τ、
一
目
指
さ
る
、
税
皮
の
統
一
を

一本し

τゐ
た
に
も
拘
ら
中
、
此

ω制
度

ω中
に
芽
生
え
っ
、
あ
っ
た
恐
慌

ω認
識
に
於

τは
、
彼
等
相
互
の
聞
に

著
し
き
分
裂
乃
至
樹
立
を
一
不
す
に
至
つ
に
o
此
ゆ
こ
己
は
印
も
、
客
削
倒
的
賞
在
は
常
に
単
純
な
る
統
一
物
若
〈
は

軍
純
な
る
謝
立
物
ご
し
て
存
在
す
る
も
の
仁
ゐ
ら

5
る
こ
ご
を
一
市
す
ご
共
に
、

之
仁
働
き
か
け
る
主
制
的
認
識
も

亦
、
単
純
な
る
外
国
介

ω消
極
的
反
映
に
ゐ
ら

F
る
こ
ご
を
一
不
す
も
の
で
ゐ
ら
う
。

9
カ
ア
ド
ウ
由
恐
慌
論

第
二
十
八
各

士
ゴL

第

貌

七
九



リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
論

第
二
十
入
品
世

八
Q 

第

現

F、
O 

が
〈
て
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
へ
の
過
渡
は
・
同
時
に
恐
慌
現
象
に
闘
し
亡
も
亦
・
前
世
的
よ
り
近
世
的
へ

の
過
渡
期
で
ゐ
h
・
前
者
の
凋
落
死
滅
己
錯
綜
し
て
・
後
者
の
畿
生
成
長
す
る
時
代
で
あ
っ
た
o

此
の
こ
ぜ
は
、

多
く
の
恐
慌
史
家
の
研
究
よ
り
容
易
に
推
論
せ
ら
る
、
所
で
あ

h
、
今
ま
兎
に
史
的
材
料
を
蒐
集
し
て
之
を
論
誼

す
る
こ
ご
は
、
吾
々
の
嘗
商
の
目
的
で
は
な
い
。
此
の
小
論
の
目
的
古
す
る
所
は
‘
か
〈
の
如
き
時
代

ω歴
史
に

直
面
せ
る
古
典
涙
経
済
問
申
者
が
、
か
、
る
時
代
的
現
象
を
如
何
に
認
識
し
た
炉
を
明
ら
か
に
し
、
持
の
滋
慌
理
論

が
彼
等
各
々
の
有
す
る
理
論
的
態
系
並
び
に
研
究
方
法
に
謝
し
て
如
何
な
る
閥
係
を
有
す
る
炉
を
考
従
し
、
彼
等

相
瓦
の
聞
に
於
げ
る
理
論
的
並
び
に
事
質
的
交
渉
を
探
h
、
彼
等
を
共
の
歴
史
的
存
在
に
於

τ腕
袋
す
る
こ
ご
に

よ
り
、
恐
慌
諭
の
税
角
よ
b
見
た
る
古
典
一
以
経
済
晶
一
ゐ
史
的
後
展
を
窺
は
ん
ご
す
る
に
ゐ
る
。
此

ω
場
合
五
口
々

は
、
出
来
得
る
限
h
茶

ω時
代

ω歴
市
民
的
事
貨
を
廟
み
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
彼
等
を
一

ω隠
奥
的
官
什
在
ご
し
て
認

識
し
、
彼
等
相
互
間

ω理
論
的
並
に
事
質
的
交
捗
を
考
設
す
る
司
』
ご
に
よ
っ
て
、
其
の
各
々
を
会
系
列

ω
一
員
記

し
て
観
察
し
、
彼
等
の
恐
慌
理
論
を
其

ω各
々
の
理
論
鰹
系
の
一
部
而
ピ

L
て
蹴
る
ニ
ピ
に
よ
っ

τ、
之
を
会
館

的
に
理
解
L
、
か
〈

τ古
川
共
事
採

ω恐
慌
理
論
に
劃
し
て
、
理
論
的
経
史
的
に
、
会
館
的
理
解
正
批
刊
ご
を
試
み

ね
ば
な
ら
ぬ
。

古
典
串
汲
に
於
け
る
リ
カ
ア
ド
ウ
恐
慌
論
の
地
位



吾
々
は
先
づ
第
一
に

y
カ
ア
ド
ク
を
検
討
す
る
。
彼
れ
は
根
本
的
に
は
ア
ダ
ム
・
1

ミ
λ

に
懐
b
、
託
〈
は

U

民
イ
ム
ー
・
ミ
戸
及
び
セ
イ
を
承
り
て
、

一
般
的
恐
慌

ω否
定
を
主
張
す
る
o

そ
れ
は
ス
ミ
ス
以
後
、
若
く
は
一
見

に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト
以
後
ハ
経
済
望
者
の
間
に
一
般
に
信
世
ら
れ
つ
、
あ
っ
た
所
の
『
枇
曾
的
調
和
の
一
般
的

理
論
に
邸
し
て
奥
へ
ら
れ
た
」
色
の
で
ゐ
h
、
自
由
競
争
に
よ
る
自
然
的
調
節
に
絡
調
的
の
信
頼
を
長
〈
所
の
古

典
準
振
の
理
論
に
立

(ω
根
抵
を
有
っ
て
ゐ
る
o

此
の
限
bv
に
於

τ、
y
カ
ア
ド
?
の
恐
慌
理
論
は
、
古
典
波
的

般
性
を
有
L
、

ー
ミ
ス
以
下
的
諸
問
申
設
ご
共
通
す
る
所
を
有
す
る
が
、
ぞ
れ
ピ
附
附
に
彼
れ
の
恐
慌
論
は
又
、
共

の
一
枇
命
的
存
在
並
び
に
彼
れ
狗
自
の
wm究
方
法
に
制
約
さ
れ
て
、
現
資
に
は
著
し
き
特
殊
性
に
於
て
存
夜
す
る
。

か
〈
し
て
η
ノ
カ
ア
ド
ク
は
、
同
じ
〈
古
典
準
仮
に
脱
す
る
他
の
一
一
派
山
一
恐
慌
論
1
1
マ
ル
サ
ユ
円
以
下
の
一
般
的
恐

慌
肯
定
論
ー
ー
に
調
立
す
る
に
至
っ
た
。

マ町戸噌ノス

一
一
以
も
亦
・
根
本
的
に
は
「
一
枇
曾
的
調
和
の
一
般
的
理
論
」
に
立
も
・
自
由
競
容
に
よ
る
自
然
的
調
節

に
信
頼
す
る
粘
に
於
て
、
古
典
問
中
滅
的
一
般
性
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
・
彼
等
の
枇
曾
的
存
在
古
一
英
の
質
讃

的
方
法
は
、
資
本
主
義
制
度

ω統
一
的
成
立
ご
共
仁
、
す
で
に
其
の
中
に
内
在
的
政
展
を
遂
げ
つ
、
ゐ
る
分
裂
的

要
素
を
も
看
過
す
る
こ
芭
を
許
さ
な
か
っ
た
o

か
〈
て
一
方
に
は
P
カ
ア
ド
?
を
主
購
己
す
る
恐
慌
否
定
論
Z
、
他
方
に
は

T
U
F
f
-
及
び
U

Z
屯

Y

ヂ
を
闘

指
ご
す
る
恐
慌
肯
定
論
ピ
、

二
者
相
掛
立
し
て
激

L
き
理
論
的
闘
守
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
・

か
(
の
如

リ
カ
ア
ド
ゅ
の
恐
慌
諭

第
二
十
八
巻

}¥ 

第

強

}¥ 
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'
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
諭

集
ニ
十
λ
巻

バ.

告書

面t

丹、

き
は
、
之
を
今
日

ω吾
々
よ
h
見
れ
ば

一
見
奇
異
的
戚
を
弛
れ
な
い
で
ゐ
ら
う
。
蓋
し
一
般
的
恐
慌
の
存
在

は
、
今
日
す
で
に
疑
ム
ペ
か
ら
、
さ
る
事
賞
Z
し
て
、
何
人
も
戚
質
的
に
之
を
経
験
す
る
所
な
る
の
み
な
ら
争
、

般
に
か
〈
の
如
き
恐
慌
事
質
の
有
無
ご
い
ふ
が
如
、
き
問
題
は
、
直
も
じ
之
を
戚
魔
的
じ
質
経
し
得
る
も
の
、
・
如
く

忠
は
る
、
に
も
拘
ら
す
、
そ
り
存
否
そ
の
も
の
に
就
て
、
会
〈
正
反
劃
凶
二
つ
の
主
張
が
同
時
じ
存
在
し
得
た
か

目

p
b
b
o
J
L
Z
J
t
z
f
Z鼠
ず

J
E
晶

r
f
、

E
t
a
-
-
z
r
L
T
h
a司
告
L

王二
-
E
L
t

そ
の
現
貨
の
形
に
於

τ具
値
的
に
、

そ
の
際
典
的
存
在
に
於
て
一
位

曾
的
に
、
之
を
観
察
す
る
こ
Z
に
よ
っ
て
の
み
、
其

ω一
理
由
を
後
見

L
得
る
で
ゐ
ら
う
。
以
下
否
々
は
先
づ

y-P

ア
ド
ク
に
就
き
、
特
仁
嘗
時
に
於
り
る
恐
慌
史
的
一
帯
封
に
特
別
の
注
意
を
抑
ひ
っ
、
、
ぞ
の
時
代

ω経
滅
的
事
質

古
彼
れ
の
研
出
血
正
の
相
闘
関
係
を
見
る
で
あ
ら
う
o
帥
仙

註

苦
闘
に
於
て
在
車
峰
ん
に
行
は
る
L
P
均
ア
ド
ゥ
研
抗
日
、
主
と

L
て
被
れ
の
倒
値
諭
配
中
心
・
と
せ
る
も
府
で
あ
る
。
被
れ
の
恐
慌
諭
を
取
扱

っ
た
も
白
位
、
私
は
ま
だ
之
を
致
見
し
な
い
1
0

た
ピ
柑
井
幸
雄
氏
自
一
論
文
は
、
『
セ
イ
の
山
場
瑚
諭
を
中
心
と
し
て
』
・
此
由
駄
に
も
個
れ
て

ゐ
る
。

制
油
間
以
結
史
に
闘
す
る
刊
闘
の
研
究
も
、
注
年
頓
に
叶
叫
ん
と
な
っ
て
車
た
が
、
一
般
的
に
且
て
娃
等
申
請
研
究
は
、
其
白
同
代
の
背
骨
を
無

閲
す
る
娘
が
あ
る
械
に
思
は
れ
る
。

リ
カ
ア
ド
ウ
の
躍
漕
的
経
験
ご
一
七
九
コ
一
年
の
恐
慌

9
カ
ア
ド
ヲ
が
普
通
数
育
を
終
へ

τ、
父
の
極
替
す
る
株
式
取
引
業
に
入
っ
た
の
は
、
彼
れ
十
四
歳
の
時
、

増井幸雄氏;r生産消費由均衡に闘する簡骨](三聞事官雑誌第十1<笹弟田郡

大正十四年四月、二七頁以下)

2) 



七
人
六
年
で
あ
っ
た
。
此
の
前
後
を
中
心
ご
す
る
卜
年
間

郎
も
ア
メ
リ
み
濁
立
峨
守
の
終
了
し
た
一
七
人
三
年

カる

ら

ナ
ポ
レ
オ

y
戦
争
の
始
ま
っ
た
一
七
九
一
二
年
ま
で
の
約
十
年
聞
は
、
英
国
の
産
業
革
命
期
に
於
け
る
最
長

の
平
和
則
附
で
あ
h
.
此
の
期
間
に
於

τ、
産
業
革
命
は
先
つ
最
初
の
一
大
飛
躍
を
遂
げ
た
の
で
ゐ
つ
れ
。

に
先
，
k
つ
十
数
年
に
亘
ラ
て
、
相
継
V
で
起
h
o
、
め
っ
た
紡
績
機
械
に
闘
す
る
諸
品
目
明
は
、
「
従
来
た

v
従
腿

一
七
八
二
年
以
来
俄
が
に
強
大
な
畿
展
ど
な
き
し
め
、

英
帝
闘
に
於
り
る
最
も
重
要
な
る
産
業
の
一
っ
た
ら
し
む
る
に
至
っ
た
。
」
綿
花
の
輸
入
駐
は
、
一
七
人
一
|
|
九

二
年
に
於

τ約
七
白
桁

ι、
綿
製
品

ω輪
出
附
旧
制
酬
は
、
一
七
八

O
l
l九
二
年
に
時
t
六
桁
L
て
、
前
後
に
比
類
な

的
役
割
を
泌
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
紡
組
事
業
を
し
て
、

き
融
制
展
を
示
し
て
ゐ
る

o
a繊
業
、
石
炭
業
主
〈
他

ω一
工
業
に
於
て
も
、
内
外
の
交
通
機
関
に
於
て
も
、
岨
到
内
及
び

相
割
外
の
商
業
に
於
て
も
、
新

L
き
資
本
主
義
的
組
織
ご
規
模
に
於
t
、
特
に
著
し
き
最
初

ω
後
艇
を
途
げ
た
の

11 

こ
の
十
年
の
平
和
期
間
で
ゐ
り
、
そ

L
て
9
・
刀
ア
ド
?
は
、
貨
に
此
的
眼
ま
「
る
し
き
資
本
主
義
最
初
の
生

育
期
仁
於
て
、
艇
憐
的
活
動
的
最
も
尖
鋭
化
せ
る
株
式
取
引
界
に
身
を
投

ιた
の
で
あ
る
。

P
カ
ア
ド
ク
が
父
の
意
に
反
し
て
共
り
突
入
ご
の
結
婚
を
断
行

L
、
同
川
に
事
業

ω上
に
も
家
事
の
上
に
も
、

父
ピ
は
金
〈
分
離
狗
立
し
た
株
式
取
引
培
地
を
始
め
た
の
は
、
彼
れ
が
丁
年
に
迷
L
て
後
ま
も
な
く
の
一
七
九
三
年

で
あ
っ
た
。
然
る
に
此

ω
一
七
九
三
年
は
、
リ
カ
ア
ド
?
側
人
の
歴
史
に
於
け
る
ご
同
じ
〈
、
「
英
図
的
歴
史
に

於
て
、
川
肌
洲

ω歴
史
に
於
て
、
真
に
文
明
世
界
の
歴
史
に
於
て
、
最
も
記
憶
す
べ
き
も
の
に
岡
崎
す
る
」
年
で
あ
り

リ
カ
ア
ド
ウ
の
叩
出
時
鴨
川
酬

第
一
一
十

λ
容

λ 

第

観

ノ、

h 

M. BOllniatian;じεschichleder I-!andelskrisen in EnglancL (I908) S 
H2. 
五 E剖 nes; I-lis(，pry of the Cotton M;mulacture】nGreat Britain (I835) 
p. 347. 
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リ
方
ア
ド
り
の
恐
慌
諭

箔
二
十
人
審

八‘
同

第

抗

A 
回

て
、
比
り
年
二
月
に
は
、
そ
れ
以
来
一
八
一
五
年
に
歪
る
二
十
二
年
の
久
し
き
に
亘
っ
て
蹴
秘
し
た
所
ゆ
か
の
ナ

ポ

V

オ
ン
戦
争
り
宣
告
を
見
た
の
み
な
ら
守
、
「
此
の
重
大
な
戦
争
の
始
ま
っ
た
瞬
間
に
於
て
、
商
業
的
破
産
を

な
寸
者
が
極
め
て
多
数
ピ
な
っ
て
来
た
o
」
即
ち
一
七
九
三
年
の
恐
怖
が
襲
来
し
た
の
で
ゐ
る
o

ぞ
れ
故
に
η
ノ
カ

ア
ド
市
ノ
が
其
の
獅
立
事
業
仁
第
一
歩
を
踏
出
し
た
其

ω年
が
、
即
ち
恐
慌
出
品
上
に
重
姿
な
る
地
位
を
占
む
る
一
恐

慌
の
年
に
相
嘗
す
る
。

、
、

一
七
九
三
年
の
恐
慌
は
如
何
な
る
性
質

ωも
の
が
?

先
づ
第
一
に
比
の
恐
慌
は
・
掛
仰
宣
戦
ピ
北

(ω
時
を
同

じ
う
し
、
従
っ
て
戦
守
宣
言
へ
る
備
後
的
原
因
に
よ
っ
て
惹
起
苫
れ
た
る
も
の
、
知
〈
思
は
れ
、
ま
た
質
際
に
於

τ、
「
投
機
及
び
物
傾
脇
氏
り
品
目
端
一
炉
、
一
七
九
三
年

ω戦
守
り
開
始
に
起
っ
た
ご
す
る
極
め
て
一
般
的
な
印
象
」

が
め
っ
た
。
詰

鮭

ト
ウ
l
グ
は
、
ロ
判
明
白
宣
言
が
信
用
の
世
間
仙
に
抗
質
ょ
の
対
献
を
位
し
た
』
と
と
を
主
政
・
ず
る
一
人
と
し
て
.
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ア
り
シ
グ
を

ヂヲ《

-rν
ス

事
げ
、
『
一
七
九
二
一
年
の
凶
雌
を
抵
き
起
す
に
抽
め
て
質
質
的
に
武
献
し
た
一
事
情
は
、
山
突
に
不
邑
に
た
さ
れ
た
日
職
叫
布
告
ζ

あ
っ
た
:

8
 

-
-
』
と
い
'
A

一
・
句
を
引

M
L
て
ゐ
る
が
、
プ
ウ
品
ア
チ
ア
ン
に
蹴
れ
ば
、
前
担
パ
ア

ua
ン
グ
は
、
『
職
手
は
一
七
九
一
一
一
年
白
恐
慌
の
版
制
て
位

〉

3

9

0

 

な
い
』
と
主
峰
し
た
も
山
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
A
A

守
山
出
銭
に
J
U
y

リ
ン
グ
山
著
書
に
砿
て
之
を
検
索
す
る
の
便
宜
を
有
た
山
。

併
し
乍
ら
一
良
に
仔
細
に
一
帯
貨
を
胸
察
す
る
な
ら
ば
・

を
の
必
宇
し
も
然
ら
F
る
-
』
己
は
、
品
仙
の
恐
慌
が
阪
に
前

年

ω秋
に
其

ω端
を
殺
し
、
'
「
前
例
な
き
破
産
者

ω数
は
、

一
七
九
二
年
十
一
月
に
於
て
、
此
の
恭
一
足
に
起
っ
た
破

J~ H. f~ol1 ande~: David _ ~!c!"nlo (Irllol p・34
T. :ro~ke ";J¥ l-l ist~rY_ l?f ~)ri.~es ， vol.， 1. -~ 1838) P: 176. 
1.. LevI; Hi-;lOry of sritlshじomm(!rcc_(18;;:.:). 1".-u9 
T. Tooke; A 出 storyo.r J)rices， vo1.， 1. {I838f P， .178. 
T. Toakc; ibid.， p. -176 
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産
数
十
ピ
驚
〈
ぺ
〈
超
過
'
し
て
ゐ
村
山
」
ご
い
ふ
官
民
に
依
っ
て
も
窺
は
れ
る
o

い
ま
此
の
恐
慌
的
性
質
含
窺
ふ
べ
き

γ

ッ
タ
フ
ァ

1
λ

ン
の
「
一
記
録
」
は
、
特
に
興
味
ゐ
る
も

ωで
ゐ
る
o

資
料
ピ

L
て、

「
最
も
手
成
〈
傍
業

L
最
も
信
用
の
輩
闘
で
ゐ
っ
た
多
〈
の
商
家
も
破
綻

L
た。

恥
け
到
る
世
出

r
r
rん
棚
山
町

h

い
す
砂
川
U

取
r
b
A
L
I
加
脚
骨
か
い
f
h目
U
d

智
一
九
円
」
。
莫
大
な
資
金
白
色
擁
し
、
今
川
山
今
ま
で
其

そ
し
て
彼
等
的
破
綻
は
、
闘

の
債
務
を
完
糖

L
っ
、
あ
っ
た
立
一
以
な
竪
貨
な
商
AM
部
で
も
、
支
械
を
停
止
す
る
り
巳
h
u
な
き
仁
至
っ
た
。
銀
行
の

或

:コ、る
般、苧
~~1 ・ u
d 体
岡7で
剥h~ ~主

5A等
以了'ナ

判iiL

2ぷ
叫 .. 

tr'z 

t止

あ
ら
ゆ
る
人
々
は
、
隣
人
を
疑
は
な
い
ま
で
も
警
戒
す
る
か
ら
、
相

賞
り
金
額
全
一
時
的
に
用
達
3
へ
す
れ
ば
、
共
立
賜
肢
を
脱
し
得
る
多
〈
の
人
々
も
・

何
等

ω方
便
を
得
る
こ
E

も
出
来
な
か
っ
た
。
機
械
を
携
保
に
し
‘
叉
は
運
河
株
を
務
保
に
し
て
も
、
何
等

ω
金
額
を
得
る
こ
ピ
も
出
来
な

-
V
o

か
、
る
資
産
の
傾
伯
は
、
暗
雲
に
閉
古
れ
た
岡
家
や
商
業
や
工
業
の
沈
滞
奴
組
閣
に
劃
す
る
懸
念
か
ら
、

そ
C/) 

同
明
伯
を
制
止
人
L
た
様
に
思
は
る
、
か
ら
で
あ
る
o

若
干

ω貨
併
を
有
す
る
も

ωは
、
之
を
何
彪
に
安
全
に
お
き
得

る
か
を
知
ら
す
、

~ 
虫為、
る

般・
的、ん

な乞
困jf吏
)巳~m

"'トC/)守

中，t
l・る
あ
っ庫

τ2 
し
ま
っ
て
お
し、

t2 。

同
家
の
必
要
を
透
か
に
越
え
て
其

ω敷
を
琳
加

L
て
ゐ
た

地
方
銀
行
は
、

そ

ω銀
行
券
を
流
通
せ
し
め
ん
ご
す
手
熱
望

ωた
め
に
、

彼
等
自
身
的
災
難
を
自
ら
招
〈
-
」
ご
、

な
っ
た
が
、

彼
等
は
最
も
甚
に
し
い
困
窮
り
中
に
あ
っ
た
o

従
っ
て
彼
等
は
、

実
の
関
係
者
の
間
に
、
町
賦
λ
Z

り
泊
ア
ド
り
の
恐
悦
前

第
二
十
凡
径

" E 

!f当

量E

y、
五
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リ
カ
ア
ド
h
y
o
恐
時
論

第
ユ
十
八
品
世

八
六

J、
jミ

策

協

破
綻
正
を
体
構
す
る
最
大

ωも
の
で
あ
り
、
英
蘭
銀
行
の
現
金
枯
渇
の
主
要
な
原
因
で
あ
っ
た
。

:
;
:
是
等

ω

地
方
銀
行
(
或
者
は
二
五

O
ご
い
ひ
、
或
者
は
四

O
O以
上
ゐ
つ
だ
ご
い
ふ
)

縦
し
た
の
で
あ
る
。
」

の
中
、

一
O
O以
上

ωも
の
が
破

是
躍
す
の
「
記
録
」
じ
よ

h
亡
見
る
時
は
、
此
の
恐
怖
は
、
問
中
に
特
殊
な
生
海
部
門
又
は
商
業
部
門
に
限
ら
る
、
も

の
で
は
な
(
、
各
楠
の
郎
門
に
亘

b
、
商
工
業
よ
り
金
融
業
ま
で
包
合
し
て
、
可
な

b
の
程
度
に
『
一
般
的
』
な
も

イ
ギ
リ
ラ
全
土
よ
b
欧
羅

U
M
Aぴ
ア
ヌ
内
ノ
カ
の
主
要

都
市
に
一
旦
。
、
或
る
粍
皮
に
国
際
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
c

然
ら
ば
此

ω恐
慌
は
、
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
芯
趨
百
れ
た
も
の
が
?

の
で
ゐ
っ
た
こ

t
が
判
る
。
又
一
、
れ
を
地
域
的
に
見

τも、

「
布
利
な
商
業

ω九
年
に
一
旦
る
平
和
期
間
に
於
て
蓄
積
苫
れ
た
る
省
の
中
、
そ
の
重
大
な
る
部
分
は
‘
閣
内
航
路

(
辿
削
)
に
投
資
さ
れ
た
。
是
等
の
も
の
は
、
一
般
的
に
は
、
時
が
来
れ
ば
極
め
て
生
産
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
甚

に
多
額
的
資
本
を
投
守
る
を
要
L
・
且
つ
其
の
生
産
性
は
、
会
〈
そ
り
岡
に
於
け
る
事
業
の
一
般
的
繁
栄
に
依
存

す
る
も
の
で
あ
る
。

「
此
の
時
に
常
っ
て
叉
、
商
人
及
び
工
業
家
の
事
業
は
極
め
て
大
規
模
に
燭
張
さ
れ
、
』
れ
に
先
に
つ
何
れ
の

こ
れ
は
繁
栄
増
進
の
自
然
的
結
世
帯
で
あ
る
が
、
ま
に
時
芭
し
て
は
之
に

鋭、|砕
い. fl;; 
て、に
起、於
る、i';t
困、る
厄、ょ
の、 h
原、も
閥、大
ごさ
な〈
るな
016) ...-ー』長

。
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「
一
七
九
二
年
は
イ
ギ
リ
ノ
ス
の
産
業
的
膨
肢
に
於
り
る
第
一
階
段
の
絶
周
期
で
ゐ
っ
た
。

一
七
九
二
年
の
中
頃

に
先
だ
っ
最
後
の
二
年
聞
は
、

イ
ギ
wzfz
の
従
来
の
経
験
に
於
て
最
も
繁
栄
し
た
も
の
で
ゐ
る
。
此
の
二
年
は
異

常
な
る
一
の
繁
栄
期
の
終
結
を
戚
し
た
。
然
る
じ
一
七
九
二
年

ω秋
に
な
っ
て
、
カ
強
-2
反
動
起
b
・
産
業
的
進

歩
を

L
て
一
時
港
逃
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
』

「
消
費
り
増
大
し
た
に
拘
ら
字
、
よ
り
大
な
る
機
械
生
産
正
、
大
な
る
輪
出
ご
は
、
外
岡
市
場
吉
岡
じ
〈
園
内

市
場
に
も
商
品
過
剰
を
生
世
し
め
た
o
製
造
日
間
以
販
路
を
後
見
す
る
に
困
難
を
戚
じ
た
。
か
、
る
事
情
の
下
に
、

生
産
物
の
高
き
倒
格
を
維
持
す
る
一
』
ご
は
出
来
な
い
。
か
(
て
一
七
九
二
年
の
秋
ま
で
に
著
し
〈
下
落
し
た
。
・
:

農
業
生
産
物
は
一
七
九
-
年
の
農
作
金
受
付
て
・
著
し
き
債
格
下
落
を
見
た
0

・

「
商
品
市
場
仁
於
り
る
物
倒
下
落
正
、
市
場
に
於
り
る
製
品
過
剰
は
、
質
業
界
に
困
難
を
蹄
色
し
た
o

此
の
困

難
は
.
支
梯
不
抽
出
者
及
び
破
産
者

ω増
加
古
な
っ
て
現
は
れ
た
。

一
七
九
二
年
十
一
月
に
は
、
破
産
宣
告
者
は

O
五
ご
い
ふ
異
市
な
放
に
迭
し
た
。
然
る
に
之
に
先
H
h

つ
数
グ
月
に
は
、
僅
か
に
此
の
字
数
を
示
し
た
に
過
ぎ
ぬ

ゎ

:
'
o」

是
等
に
山
h
て
見
れ
ば
、
此
の
恐
慌

ω根
本
原
因
は
、
戦
守
の
勃
畿
ご
い
ふ
政
治
的
原
因
よ
・
り
も
、
事
ろ
過
去

十
年
的
卒
和
期
に
於
り
る
産
業
的
膨
脹
ψ

結
果
た
る
経
礎
的
原
因
に
よ
る
も
の
で
ゐ
h
、
「
外
岡
市
場
に
劃
す
る

吉
岡
じ
〈
幽
内
市
場
仁
掛
す
る
一
の
生
産
過
剰
』
に
そ

ω源
を
後
宮
る
も
の
、
様
で
ゐ
る
。
此
の
-
』
己
は
叉
、
恐

9
カ
ア
ド
ゅ
の
恐
慌
論

第
二
十
八
巻

A 
t 

p、
士

第

梯
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9
カ
ア
ド
ウ

O
恐
怖
論

第
二
十
八
径

λ 
λ 

第
一
部

慌
の
年
に
於
て
、
綿
花
り
聡
入
量
が
四
六
%
を
減
じ
、
綿
製
口
岡
山

J

聡
出
量
が
一
五
%
を
減
じ
・
外
悶
H

聞
の
再
総
出

λ 

j¥‘ 

に
H
H

殊
ん
い
と
減
少
な
き
に
拘
ら
す
イ
ギ

y
z
製
品
の
輸
出
額
が
二
五

μ
の
減
少
を
示
せ
る
こ
己
仁
ょ
っ

τも
誇
明

3
れ
る
c

此
の
恐
慌
は
近
世
的
恐
慌

ω
一
特
徴
に
る
生
産
過
剰
仁
基
づ
〈
も
の
で
あ
h
、
「
イ
ギ
リ

旦
の
大
な
る
産
業
的
恐
慌
の
最
初
の
も

ω」
E
い
ふ
ぺ
〈
、
ヌ
ミ
れ
仁
よ
っ
て
『
新
党
な
る
産
業
時
代
仁
混
入
ふ
り
こ

む
に
こ
ご
を
示
す
]
も
の
ご
も
言
ふ
こ

E
が
出
来
る
。

此
的
意
味
に
於
1
、

然
る
に
政
治
家
流
の
逗
湖
眼
的
観
察
は
、
比
の
原
因
を
よ
b
手
廷
に
求
め
た
。

一
代
の
大
宰
相
ピ
ァ
ト
は
、
恐
慌

救
済
を
目
的
正
す
る
議
曾
の
特
別
委
員
曾
に
報
告
し
一
1
、
『
破
綻
岩
が
、
十
分
な
る
資
本
な
(
し
て
流
通
科
げ
を
遊

行
し
校
応
に
謝
す
る
取
付
に
始
ま
っ
た
こ
さ
は
、
各
地
方
か
ら
情
報
さ
れ
て
ゐ
る
』

E
い
ひ
、

4
4
λ
ト
vλ

王
立
銀
行
的
支
配
人
イ
ン
キ
ス
は
、
『
今
ま
起
つ
-1
居
る
困
難
は
、

旦
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

普
通
市
場
に
於
げ
る
貨
物
需
要
の
減
退
に

の、
骨l、
守l、
カ雪、
、

:
:
製
抱
家
に
向
っ
て
其

ω製
品
川
W
一
支
締
を
な
す
場
合
に
行
は
る
、
長
期
手
形

現
に
困
難
己
な
っ
て
ゐ
る
が
た
め
で
あ
る
』
己
の
意
見
で
£
っ
た
o

か
〈
て
議
舎
に
於
け
る
「
会
り
の

、

加

山

地
方
銀
行

ω畿
券
過
多
に
蹄
し
た
G

」
こ
れ
が
「
不
賞
な
る
非
雑
で
あ
る
』
か
否

よ
る
よ
・
り
も
、

寧
ん
よ
り
多
〈

意
見
は
、

此
の
恐
慌
的
責
任
を
、

か
は
別
正
し

τ.
後
努
過
多
の
事
貨
は
、
過
剰
生
産

ω
一
の
結
川
市
で
あ
る
正
共
に
、

ま
た
恐
慌
勃
俊
的
匠
接
の
一

動
機
で
あ
っ
た
司
』
芭
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

E. Baines i History of the Cotton Manufndure in Great Britain (1&35) 
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同
時
に
此
の
恐
慌
は
‘

決
し
て
戦
守
そ
の
他
的
偶
後
的
原
因
ご
無
関
係
に
は
存

L
な
い
。
「
戦
争
的
勃
品
目
は
、

一ザ

ν
ン
ヂ
J
R
U
b

必
然
的
に
、
般
に
存
在
し
た
混
乱
の
原
因

k
z
ひ
そ
れ
は
明
か
に
松
本
的
な
原
凶
で
は
な
か
っ
た
ど
し
て
も

に
謝
し
て
、

何
物
か
を
附
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
た
u
y

に
戦
守
目
的
の
国
債
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
利
子
歩

一，4
λ

タ
ア
バ

U
λ

需
要

ω方
向
の
或
る
も
の
に
於
け
る
越
〈
吋
か
ら
、
さ
る
摘
出
飢
に
よ
っ
て
生

A
日
の
勝
賞
仁
ょ
っ

τの
み
な
ら

T
、

じ
た
。
』
卸
ち
「
戦
争
は
間
半
に
、
伎
に
勃
援
し
て
ゐ
た
恐
慌
に
謝
(
て
、

花
畑
」
が
併

L
「
ゐ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
は
、

直
接
間
後

Jlb 
0) 

~lト
縫

，~ 
~fI' 

のの
た助
め成、
に的、
困事、
耳苦 情、
し ?と・
Em〉売
ρ〉勺「

はぜ

ま長
二E か

ゐつ

る
。
真
に
叉
、
此
の
訟
悦
仁
先
に
つ
商
品
投
機
の
主
要
な
一
勤
間
以
、
蛍
同
イ
ギ

p
z
を
中
介

Z
L
τ
大
陪
諸
凶

ド
ミ

ν
プ
タ
の
革
命
騒
乱
で
あ
ち
、
此
の
投
機
の
反
動
ご
し
て

起
っ
た
一
七
九
二
年
の
物
倒
下
落
の
先
雌
を
な
し
た
も
の
は
、
一
七
九
一
年
の
豊
作
で
あ
っ
た
叫

要
す
る
に
一
七
九
三
年
の
恐
慌
は
、
経
済
的
に
は
、
過
剰
生
藤
正
商
品
投
機
正
俊
券
過
多
Z
の
三
者
り
相
闘
々

に
砂
糠
及
び
コ
ー
ヒ
ー
を
供
給
し
て
ゐ
た
す
V

、

係
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
h
・
こ

ω限
b
仁
於
て
、
そ
れ
は
多
分
に
近
世
的
性
質
を
共
有
す
る
も

ωで

あ
る
。
同
時
に
又
.
戦
争
を
の
他
的
偶
後
的
な
非
経
糖
的
派
閥
的
奥
れ
る
こ
ご
も
明
か
で
ゐ
つ

τ、
確
か
仁
一
の

過
渡
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
ぜ
認
め
む
ば
な
ら
ぬ
。

四

リ
カ
ア
ド
ウ
の
絞
済
的
措
立
ご
一
七
九
七
年
の
恐
怖

"
'
均
ア
ド
ウ
由
恐
慌
諭

第一一

+λ
巻

第

競

J、
jL 

八
九

D. M'lcPl1erson; Annals of Commerce， vol./ lV. (1805) p. 267・
])恥facPherson;ibid.. p. 268. 
M. Bouniatinn; a. a.. O. S. 171 
島1.Bnnniation; a目 a.O. S. 17J 
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"
'
カ
ア

V
O
白
恐
慌
論

第
二
十
八
巻

九
O 

九
O 

第

強

借一
1

一
七
九
三
年
父
か
ら
分
離
し
た
蛍
初
の
リ
カ
ア
ド
ク
は
、
「
限
ら
れ
た
る
彼
れ
自
身
の
財
源
を
以
つ

τ、
新

世
帯
什
責
任

hr加
重

L
、
従
来

ω裕
頑
な
生
活
か
ら
獅
立
し
た
生
活
へ
の
過
渡
は
、
甚
r
L
〈
危
険
で
ゐ
っ
た
」

ご
い
は
れ
る
が
、
彼
れ
の
家
名
が
阪
に
株
式
界
に
有
名
で
あ
る
上
に
、
彼
れ
自
身

ω
性
格
は
阪
に
一
般
に
認
め
ら

れ
、
骨
骨
敬
苫
れ
て
ゐ
た
の
み
な
ら
す
・
彼
れ
が
父
己
分
離
す
る
に
至
っ
た
事
情
が
了
解
苫
れ
同
情
さ
れ
て
ゐ
た
か

ら
、
彼
れ
は
「
最
も
有
望
な
成
功
の
期
待
」
ど
以
っ
て
、
仲
買
人
ご
し

τの
活
動
を
始
め
た
。
の
み
な
ら
十
一
七
九

三
年
り
恐
慌
を
泌
池

L
允
後
山

J

「
商
業
及
び
工
業
以
・
恐
慌
後
ま
も
な
く
|
|
一
七
七
四
年
じ
於

τ
1
|新
穴
な

る
膨
肢
を
な
し
・
一
七
九
六
年
に
は
一
時
そ
の
絶
頂
に
遼

L
た』

ω
で
あ
る
か
ら
、
「
時
代
は
敏
捷
な
金
融
的
冒
険

正
取
引
所
業
務
に
有
利
で
あ
っ
た
。
』
わ
が
9
カ
ア

γ
ク
が
比

ω好
機
を
遺
憾
な
〈
利
用
し
て
、
「
総
て
の
期
待
以

上
に
』
利
盆
を
上
げ
得
た
-
』
正
は
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
「
数
年

ω閥
に
、
恐
ら
〈
ま
だ
二
十
六
歳
に
漣
せ
ぬ
前

に
、
彼
れ
は
自
ら
経
済
的
獅
立
を
確
保

L
た
」
の
で
あ
る
。

か
〈
て
彼
れ
は
経
際
的
獅
立
り
基
従
を
般
質
に
し
て
、
此
山
方
面
に
梢
I
心
の
徐
裕
を
脅
見
し
た
の
で
ゐ
ら

ぅ
、
此
の
前
後
|
|
二
十
五
歳
の
頃
ー
ー
か
ら
、
そ
の
除
暇
を
利
用
し
て
自
然
科
皐
の
研
究
を
始
め
、
数
醐
宇
‘
化

率
、
地
質
事
及
び
鉱
物
事
の
各
主
に
就

τ、
可
な

b
の
稗
皮
に
拘
民
同
制
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
併
し
是
等
の
自
然
科
牟

に
封
す
る
肝
究
は
も
彼
れ
が
一
七
九
九
年
J

ス
の
混
泉
町
に
於

τ、
巡
回
丈
庫
の
中
に
ゐ
っ
た
ア
ダ
ム
・
λ

ミ
λ

の
「
諸
岡
氏
の
富
」
を
後
見
す
る
に
及
ん
で
、
会
〈
放
榔
色
れ
、
こ
れ
以
後
じ
於
り
る
彼
れ
の
闘
心
は
、
専
ら
経
済

M. llouniatian i a. a. O. S. r63 
1.. J.e、，j; fiistary o( Dritish Co~nmerce (1872) p. 69・
T. Tooke; ih~d: ，~ p. 8~._ 178; Pt:!. Bouniatian; a. a.-O. S. 162・
J. H. Hollandcr; -David Ricardo. (叩ro)p. 35 
). H. Hollander; ibid.， p. 35. 
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事
の
範
国

限
ら
る、
ε 、
な
っ
1l 

然
る
に
-
」
れ
ご
前
後
し
て
一
七
九
七
年
に
は
、
第
一
一

ω恐
慌
が
襲
来
し
た
。
比
の
恐
慌
は
、
「
そ
の
原
闘
が
、
同

じ
〈
岡
家

ω急
速
な
る
経
済
的
品
目
瓜
に
基
づ
〈
限

b
に
於
て
、
前
の
恐
慌
ご
共
通
の
織
を
有
す
る
L

も

ωで
は
あ

る
が
、
併
L
「
生
産
過
剰
は
一
七
九
七
年
時
代
仁
は
、
一
七
九
三
年
の
恐
慌
前
に
於
げ
る
程
に
は
大
き
く
な
か
っ

た」

L
・
寧
ろ
こ
れ
は
、
貨
幣

|
l銀
行

l
t金
融
恐
慌
ご
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
即
も
資
本
蓄
積
の
結

川
市
よ
り
来
る
商
工
業
及
び
運
河
へ
の
投
資
、
莫
大
な
る
戦
曲
賞

ω支
出
、
漣
年
の
凶
年
に
件
ふ
穀
物
輸
入
の
た
め
の

貨
幣
流
出
、

こ
れ
等
に
よ
り
て
流
通
手
段
の
快
乏
を
芯
川
崎
し
、
利
子
歩
合
的
騰
此
正
な

b
・
命
融
市
場

ω一
過
迫
ピ

な
り
、
競
銀
行
川
破
綻
ど
な
h
、
最
後
に
英
蘭
銀
行
的
先
換
停
止
古
な
っ
て
終
結
し
た
の
で
あ
る

O
L
か
も
此
年

二
月
に
勃
俊
し
た
銀
行
取
付

ω
直
接
動
機
ど
な
っ
た
も
の
は
、
ま
た
会
〈
政
治
上
の
事
離
|
|
千
二
有
名
の
ア
ラ

y

z
陸
戦
隊
が
内
ノ
7
1
F
1
の
一
部
に
上
限
.
し
た
・
て
己

1
ー
に
あ
っ
た
。

是
等
じ
よ
h
て
見
る
時
は
、
此
の
恐
慌
も
亦
・
資
本
主
義
的
な
生
産
過
剰
ゃ
、
蓄
積
資
本
の
同
定
資
本
へ
の
投

そ
の
原
因
を
有
す
る
芭
共
に
、
他
方
に
於
て
、
戦
領
、
凶
作
、
例
畿
事
務
等
に
も
原
因
す
る
も
の
で
あ
る

資
に
、

-
』
ご
が
確
か
め
ら
れ
る
o

五

リ
カ
ア
ド
ウ
の
経
清
的
研
究
ミ
一
人
一

O
年

及
び
一
人
一
五
年
の
恐
慌

リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
論

第
ニ
十
λ
を

:九

格

統

j， 

s M. Douniat出 n;Geschichte der Handelskrisen in England. (r908 
174. 
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リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
論

第
二
十
八
巻

ゴL

九

第

枕

一
七
九
九

l
l
一
八

O
九
年
は
、

リ
ノ
カ
ア
ド
?
の
生
慌
に
於
け
る
妊
年
期
を
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
時

代
に
於

τ彼
れ
は
、

一
方
に
有
力
な
る
取
引
員
ご
し

τ指
導
的
活
動
を
な
す
ご
共
に
、
他
方
に
経
済
的
以
干
の
研
究
忠

索
に
波
到
し
、
多
〈
的
経
済
事
者
忠
銀
山
晶
玉
交
遊
を
結
ぶ
に
至
っ
た
時
代
で
あ
る
。

一
入

O
二
年
の
ア
ミ
7

y
保
約
は

一
年
徐
に
一
旦
生
命
和
朕
越
を
鷲
ら
し
た
が
、

一八

O
一
一
一
年
に
は
再
び
英
仰

の
開
戦
己
な
り
・
殊
に
一
入

O
六
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
る
伯
林
宣
言
(
大
陪
封
鎖
命
)
は
.
英
山
間
の

商
工
業
に
大
な
る
影
響
を
節
ら
さ
す
に
は
刊
か
な
か
っ
た
o
か
(
て
大
陸
ご
の
貿
易
壮
絶
は
・

一八

O
七
|
|
入

年
に
於
げ
る
大
陸
総
入
品

ω快
乏
、
従
っ
て
其

ω岡
間
格
勝
賞
を
来

f
z共
に
、
北
ア
メ
9
カ
合
衆
幽
ご
の
聞
に
起

っ
た
貿
易
附
害
は
、
特
に
原
料
品
的
快
乏
t
勝沖
H
F
r呼
ぴ
、
是
等
の
総
入
品
に
制
到
す
る
投
機
り
勃
興
は
、
夏
に

物
倒
勝
貨
を
刺
戟
し
た
。
他
方
に
於

τイ
ギ

η
ノ
ス
海
平

ω把
握
し
た
制
海
棋
は
、
よ
〈
大
陸
及
び
北
米
に
失
ひ
た

る
輪
出
市
場
の
代
h
に
.
西
印
度
並
び
に
南
米
の
市
場
を
獲
得
し
、
此
蕗
に
念
品
叫
な
る
輪
出
の
増
進
、

投
機
を
激
威
す
る
噂
』
正
、
な
っ
た
。

之
に
件
ふ

か
〈

ω如
き
事
情

ω下
に
あ
っ
て
、
曇
に
一
七
九
七
年
以
来
免
換
を
停
止
さ
れ
て
ゐ
た
銀
行
券
だ
増
綾

1
l

減
傾
さ
れ
得
る
こ
ご
は
容
易
に
想
像
苫
れ
得
る
。
「
英
蘭
銀
行
内
山
氷
山
駅
及
び
潟
替
相
場
が
、
満
足
な
健
全
版
態
に

ゐ
つ
に
の
は

一人

O
人
年
的
秋
ま
で
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一入

O
入
年
の
最
後
の
三
ヶ
月
仁
於

τ、
何
等
注
意

す
べ
き
流
通
持
の
増
加
は
起
ら
な
か
っ
た
け
れ
刊
と
も
、
活
替
相
場
は
急
激
に
下
落
し
・

地
金
準
備
が
著

L
〈
減
少

J. H 目。lIa.、der;ibid:，_ p. 37. J. R. Mc CuUoch; The worl:s of D<lvid 
Rica!do (I8gS) p. XVU 
乱LDouniatian; -a. a. O. S. T73 
T. Too]，e: A History of Prices. voL.， 1. (1838) p. 200 
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し
た
。
』
「
一
八

O
人
年
の
絡
19
に
於

τ、
急
激
な
潟
替
の
下
落
に
も
拘
ら
す
、
銀
行
券
の
後
行
は
、

之
を
股
紛
す

る
か
又
は
従
来
週
b
に
止
む
る
代
h
に、

そ
れ
以
来
四
時
の
問
、
そ
の
分
量
を
増
加
し
允
。

大
な
る
令
紙

の
開
き
が
超
h

リ
、
地
金
に
闘
す
る
論
争
:
・
・
を
抽
世
き
起
し
た
の
は
.
此

ω
時
機
で
あ
っ
た
。
」

経
済
卒
者
ご
し
て
の

y
カ
ア
ド
ク
を
祉
に
紹
介
L
忙
彼
れ
の
虚
女
作
「
地
金
の
高
吉
一
償
格
」
(
一
入
一

O
年
)
は
、

一
入

O
九
年
屯
タ
ニ
ン
グ
、
ク
ロ
-
一
ク
W

紙
に
漣
載
し
た
「
金
の
煩
格
に

就
て
』
ご
い
ふ
書
簡
の
増
補
出
版
苫
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

y
カ
ア
ド
ク
が
初
め
て
著
者
正
し
て
世
に
見
え
た
此

印
も
か
く
の
如
き
膝
史
的
背
誌
、
り
下
に
、

の
年
、

一
八
一

O
年
は
叉
、

四山慌

ω年
で
あ
る
o

此

ω泌
慌
も
亦
、
市
川
々
な
る
市
川
凶
の
錯
綜
に
恭
〈
。
峨
守
祐
一
び

に
政
治
的
事
情
に
閲
し
て
辿
っ
た
大
陸
及
び
北
米
市
川
倒
的
閉
鎖
、
前
米
市
場
の
開
拓
、
是
等
仁
刺
戟
5
れ
た
投
機

の
勃
興
等
々
は
、
著
し
き
物
倒
勝
貨
を
惹
起
し
・
-
次
い
で
一
八

O
九
年
以
後
に
起
っ
た
大
陵
商
品
及
び
ア
メ
リ
カ

原
料
品
の
輸
入
増
加
は
、
物
債
の
反
動
的
下
落
を
呼
ぴ
、

一
八

O
九
年
の
最
初
の
二
不
月
間
に
卒
均
三

O
M刊
の
下

落
合
見
て
、
此
り
年
の
下
宇
期
に
入
っ
て
、
果
し
て
奴
克
停
滞
に
陥
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
南
米
市
場
に
謝
す
る
輪

出
過
剰
己
・
大
陸
商
品
及
び
ア
メ

y
カ
原
料
口
聞
の
総
入
過
剰
正
は
、
此
の
恐
慌
に
於
て
特
に
注
意
す
ぺ
き
現
象
で

あ
b
・
従
っ
て
「
一
入
一

O
年

ω恐
慌
は
悶
有
の
意
味
に
於
け
る
商
業
恐
慌
(
商
品
商
業
恐
慌
)
で
あ
る
」
ご
言
ひ
得

る
か
も
知
れ
ぬ
。

併
し
乍
ら
蹴
に
蛍
時
の
資
本
主
義
に
於
て
は
.
商
業
恐
悦
は
開
早
じ
商
業
ゆ
範
固
に
止
ま
る
も

ωで
な
く
、
そ
の

リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
諭

第
二
十
八
巻

九

第

掛

ブL
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穿
カ
ア

r
ワ
白
恐
慌
絢

第
二
十
人
各

ニ九
四

告乍

腕

fι 
四

悲
惨
な
る
指
紋
は
、
寧
ろ
製
造
工
業
の
上
に
現
は
れ

τゐ
る
υ

て
、
あ
ら
ゆ
る
稲
類
の
貨
物
の
製
造
業
者
に
謝
し
て
、
恐
ろ
し
〈
影
響
し
た
。
そ
し
て
一
般
的
な
信
用
の
侠
乏

が
、
製
池
業
者
ご
輪
出
荷
人
E
ω
聞
に
存
在
し
た
0

・

a
-
7
y
カ
ジ
ア
に
於
て
は
、

「
且
坦
等

ω
商
業
上
自
)
破
産
は
、
杢
闘
到
る
所
に
於

綿
業
者
は
.
，
甚
v
h
L

〈
困
難
し
て
ゐ
る
様
に
見
え
、
事
業
は
全
〈
中
止
し

1
ゐ
る
。

7

y
チ

品

ス

タ

1
共
他
に
於

τは
‘
諸
家
は
毎
日

毎
時
間
休
業
し
て
ゐ
る
o

綿
花
は
如
何
な
る
倶
格
で
も
需
要
な
〈
、
製
品
の
輸
出
は
、
僅
少
の
精
製
品
を
除
い
て

は
、
行
は
れ
な
い
よ
議
曾
に
於
け
る
商
業
信
用
法
案
を
説
明
し
た
大
減
大
凶
の
演
説
は
、
夏
γ
此
の
こ

Z
を
一
義

書
す
る
。
日
〈
一
回
す
べ
て
の
重
要
な
製
也
業
者
は
、
彼
等
の
事
業
を
紛
少

L
・
或
者
は
会
〈
中
止
す
る

ω伶
儀
な

き
に
至
っ
た
o

委
員
曾
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
企
図

ω綿
業
者
中
‘
工
場
に
使
用
す
る
叫
労
働
者
の
一
竿
を
減
員
し
な

か
っ
た
も

ωは
殆
ん
ど
一
人
も
ゐ
な
い
様
で
あ
る
。
よ

h
小
規
模
の
製
池
業
者
は
、
そ
の
傭
人

ω全
部
を
解
雇

L

た
。
第
一
滅
的
製
遣
業
者

ω下
に
残
留
し
た
も
り
も

引
下
げ
ら
れ
た
労
相
民
で
残
っ
て
ゐ
た
。

此
の
結
果
は
必
然

る、 lこ

Z 特
、J]IJ

2責
1~ 曾

(.1) 

:普
Lョ B) I 

ご 明
ら
tp 

な
る
IlII 

、
、
、
、
.
、
、
、
、
‘
.

最
も
悲
惨
な
る
困
難
が
、

-
』
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、

Jlb 
の
恐多、
慌〈、
也 0)、
l}j-工、

菜、
流 I也、
週方、
f亭を、
滞遇、
舟Z じ、
生、 τ、
薦、 i受、
停?延、
1111γす‘

er慈
き
起
し
、
多
数
の
工
業
失
業
者
を
出
し
て
ゐ
る
貼
に
於

τ、
す
で
に
近
世
的
分
子
を
多
量
に
包
合
し
て
ゐ

る
。
而
も
又
、
大
陸
封
鎖
な
ら
び
に
北
ア
メ
リ
ノ
カ
己
的
係
守
ご
い
ふ
政
治
的
原
因
仁
基
い
て
超
れ
る
こ
ご
も
明
ら

か
で
あ
る
。

月}参問。
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比
の
恐
慌

ω前
後
数
年
間
に
於
げ
る
9
カ
ア
ド
ウ
ノ
の
興
味
己
研
究
は
、
主
Z
し
て
通
貨
問
題
仁
限
ら
る
、
も
の

、
如
〈
で
あ
る
。

一
入
一

O
年
の
地
金
委
員
曾
は
、
根
本
的
に
は

y
カ
ア
「
ヲ
の
主
張
仁
基
〈
報
告
を
決
定
し
た

が
、
品
仰
の
報
告
に
反
謝
す
る
ポ
サ
Y

グ
ー
を
反
駁
す
る
た
め
、
彼
れ
は
一
八
一

一
年
「
地
金
委
員
曾
の
報
告
に
開

す
る
ポ
ナ
ン
ゲ

l
氏
の
賞
際
的
制
察
に
劃
す
る
答
綿
」
を
一
公
に

L
、
次
い
で
一
入
一
六
年
に
は
「
経
済
的
な
健
質

な
通
貨
に
闘
す
る
提
案
』
を
会
に
し
て
・
此
の
方
而
に
閲
す
る
研
究
を
一
一
郎
ま
ご
め
上
げ
る
こ
ぜ
が
出
来
た
。
然

る
に
此

ω前
後
一
八
一
五
年
じ
は
、
真
に
P
カ
ア
ド
?
の
経
験
し
た
第
四
的
恐
慌
が
あ
っ
た
。

一
入
一
五
年
の
孤
慌
は
、
前
の
恐
慌
が
、
峨
唱
す
に
よ
る
大
陸
及
び
北
米
市
場
内
閉
鎖
に
基
く
に
反
し
、

卒
和
依
仮
に
件
ふ
雨
市
場
の
開
始
日
関
聯
す
る
o

前
の
溜
慌
仁
よ
る
訂
撃
は
、
そ
の
翌
一
一
年
の
下
宇
期
よ
b
中
日

」
れ
は

第
仁
侠
復
し
て
、

一
ニ

1
1
三
年
的
問
に
於
て
す
で
に
物
倒
勝
長
の
傾
向
を
見
た
が
、

一
三
l
l
四
年
に
亘
る
大

陸
の
政
治
的
騒
動
(
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
)
は
、
卒
和
依
復
後
に
於
け
る
好
況
を
漁
想
せ
し
め
・
大
陸
向
き
の
イ
ギ

η
ノ
ス
製
品
及
び
椛
民
地
商
品
に
謝
す
る
思
惑
を
煽
っ
て
、
遂
に
一
八
一
四
年
以
後
の
甚
だ
I
き
物
岡
田
勝
賞
を
惹
起

す
る
に
至
っ
た
。
之
官
共
に
イ
ギ
リ
ス
工
業
も
亦
、
需
要
内
増
大
に
伶
ふ
膨
脹
を
示
し
、
大
陸
及
び
北
米
へ
の
思

惑
は
輸
出
先
に
於
け
る
商
品
過
剰
を
戒
し
、
従
っ
て
輪
出
品

ω
下
落
己
輸
出
商
山
破
綻
を
招
来
し
た
。
他
方
に
於

主
物
侵
勝
負
ピ
交
通
再
開
ご
は
著
し
き
輸
入
増
加
古
な
り
η

在
外
商
品
の
下
落
正
相
侠
戸
T
、
惑
に
数
年
来
引
綴

。釦

一
入
一
五
年
の
初
一
騎
以
来
急
激
に
下
落
を
始
め
た
。

き
向
上

L
っ
、
ゐ
っ
た
図
内
物
舗
は
、

リ
カ
ア
ド
ク
の
恐
慌
論

第
二
十
八
巻

丸

五

第

5匝

丸
E 

98-108 
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12~) M. W'lrth; Gcschichte der I-J剖ldclskdscli.(1874) s 



リ
カ
ア

F
・9

白
恐
慌
論

第
二
十
入
容

第

鋭

丸
山
ハ

九
，、

元
来
一
入
一
一
一
一
1
1
一
四
年
の
物
侵
騰
貴
は
、
議
・
和
快
復
に
伴
ふ
大
陸
需
要
の
強
想
に
基
〈
も
の
な
る
が
、
第

一
に
長
期
の
戦
守
に
資
力
を
傾
注
し
輩
し
た
大
陸
の
購
買
力
が
、
平
和
快
復
ご
同
時
に
復
習
す
る
も
の
で
は
な

〈
、
第
二
に
一
中
和
快
復
は
大
陸
封
鎖
を
解
除
す
る
代
h
に
、
制
海
権
に
よ
る
イ
ギ
"
ノ
ス
貿
易

ω鏑
占
を
失
ふ
こ
ご

、
な
b
・
第
一
二
に
戦
争
中

ωピ
ッ
ト
の
商
工
業
奨
附
策
は
、

イ
ギ
9
1
産
業
を
し
て
異
慌
に
俊
魁
せ
仁
む
る
ニ
ご

、
な

b
、
第
四
に
大
陸
封
鎖
に
よ
る
大
陸
工
業

ω俊
民
は
、
成
る
明
何
度
ゆ
白
給
ef
可
抱
往
ら
し
め
、
且
つ
戎
叩
仰
の

商
品
は
イ
ギ

y
ス
の
競
争
者
ご
な
ち
、
第
五
に
戦
争
終
処
は
莫
大
な
る
軍
需
品
の
需
要
を
絶
つ
に
至
る
等
々
の
た

め
に
、
平
和
依
復
を
噛
胤
怨
し
た
イ
ギ

9
1
古
川
工
業

ω後
展
は
、
直
も
に
そ
の
限
界
に
遼
[
て
現
賓
の
清
算
を
受
り

ね
ば
な
ら
泊
。
此

ω
清
算
行
錯
が
卸
も
一
八
一
五
年
の
恐
慌
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
「
一
入
一
五
年
の
商
業
恐
慌
は
、

一
人
一

O
年
の
そ
れ
に
濁
す
晶
一
の
釣
立
物
で
め
っ
て
、
同
じ
〈
過
度
の
思
惑
に
動
機
を
輿
へ
た
所

ω
市
場
関
係

の
急
激
な
る
起
動
仁
よ
っ
て
惹
一
苫
起
さ
れ
た
o
前
の
場
合
に
於
て
、
過
度
り
思
惑
及
び
外
国
両
日
間
的
総
入
を
惹
吉

起
さ
せ
た
の
は
.
主
ご
し
て
大
陸
市
場
及
び
北
米
市
場
の
閉
鎖
で
ゐ
っ
た
。
現
在

ω
場
合
に
は
、
同
じ
市
場
の
開

始
が
、
過
度
の
思
惑
特
に
過
度
の
総
入
を
招
来
し
た
・
』
ご
見
る
こ
ご
が
出
来
る
。
此

ω限
、
り
に
於
て
、
そ

れ
は
根
本
的
「
い
は
戦
守
若
く
は
政
治
的
原
因
に
碁
〈
市
場
滋
化
に
よ
っ
て
慈
き
起
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
併

し
そ
り
過
程
に
於

τは
、
常
に
生
歳
過
剰
若
〈
は
供
給
過
剰
の
現
象
を
伴
っ
て
ゐ
る
。
第
一
に
輸
出
先
に
於
け
る

イ
ギ

P
R
商
品
山
供
給
過
剰
.
第
二
に
イ
ギ
リ
ノ
旦
圏
内
に
於
げ
る
輪
入
品
の
供
給
過
剰
、
第
三
仁
イ
ギ
9
1
閣
内

M. Bour】iatian;a. a. O. S. 23~ト13) 



に
於
げ
る
イ
ギ

y
三
向
日
開
ゆ
生
苑
過
剰
こ
れ
で
ゐ
る
。

一
八
一
五
年
の
烈
慌
は
又
、
同
時
に
農
業
恐
慌
合
作
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
き
一
八

ο九、

O 

、.

年
の
四
年
に
一
旦
る
閃
作
は
、
戦
守
に
よ
る
穀
物
輸
入
山
困
難
正
相
候
っ
て
・
毅
物
川
間
格
の
四
時
協
な
る
騰
貴
を
来

一
二
年
の
端
撹
期
に
は
驚
く
べ
き
M
M
高
岡
偶
山
仰
に
法
し
た
。
同
時
に
驚
〈
〈
き
地
代

ω勝
負
ご
な

h
・
農
耕
地

の
開
削
川
慨
を
見
る
に
至
っ
た
が
、

一
三
年
以
後

ω抽
出
年

ω豊
作
ご
‘

平
和
侠
似
に
よ
る
殺
物
輸
入
の
熔
易
正
に
よ
っ

て、

一
三
年

ω下
宇
期
以
後
は
.
穀
物
倒
秘
は
・
次
第
に
下
落
傾
向
な
ど

h
、

一
四
1
1
1
五
年
に
及
ん
で
夏
に
急
激

な
ゐ
下
落
合
加
へ
た
か
ら
、
農
業
企
業
家
以
諮
じ
恐
慌
に
陥
ら
古
る
を
得
な
い
。

hr
〈
て
一
五
年
に
は
地
主
擁
謎

の
た
め
の
殺
物
保
令
委
員
曾
が
閉
が
る
、
占
】
=
、
な
り
、
穀
物
倒
裕
、
地
代
、

題
が
骨
同
時
に
於
け
る
論
議

ω中
心
貼
ご
な
っ
た
。

穀
物
閲
枕
等
々
に
闘
可
る
農
業
関

4・』

"、
リ
カ
ア
ド
ウ
の
「
経
済
原
論
」
ミ
一
入
一
九
年
の
恐
慌

9
カ
ア
ド
タ
の
興
味
己
研
究
が
、
日
川
貨
問
題
よ
り
鹿
染
問
題
に
鱒
化

L
、
所
謂

y
b
ア
γ
少
の
地
代
論
を
生
み

出
す
に
至
っ
た
の
は
.
以
上
越
ぷ
る
が
如
き
脱
出
見
的
背
恭
に
よ
る
も
の
な
る
が
、
他
方
に
於
て
彼
れ
の
経
済
凪
干
の

理
論
的
級
祇
を
な
す
煩
伯
諭
は
、
此
の
時
代
|
|
一
八
一
五
年
|
l
り
前
後
に
於
て
.
そ

ω拘
留
艇
の
第
二
段
階
を

経
過
し
っ
、
あ
っ
た
し

一
入
一
六
年
二
月
七
日
附
7

P

サ
ス
に
宛
℃
た
彼
れ
の
手
紙
の
最
後
仁
は
‘
「
私
は
も
う

凶
ツ
抱
ア

V
ウ
咽
恐
慌
諭

強
二
十

λ
を

n 
七

第

批

九
七

拙柿 w-- ルザ λ 山地代前に就亡 ~I (組出満市第 fじ密都ii械、大正「二年十
-1) )善問。
相l稿， 同 ~íii昼間。
制稿;同前器開。
J. H. Holl.吋er;The Developement of Ricanlo's Theory of Value. 
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リ
均
ア
ド
ウ
由
恐
慌
諭

第
二
十
人
容

丸
八.

jfi 

抗

iL 
A 

吾
々
の
以
前

ω問
題
に
就

τは
多
〈
考
へ
な
か
っ
た
。
た
い
V

私
の
困
難
Z
す
る
所
は
・
之
を
他

ω人
々
の
前
に
表

現
す
る
に
蛍
っ
て
・
恰
も
私
自
身
に
於
け
る
百
同
様
の
思
惟
過
程
に
他
人
伝
導
主
来
る
駄
に
あ
る
。
私
が
若

L
‘

相
封
債
依
若
く
は
交
換
償
値
の
本
滅
的
法
則
に
闘
す
る
明
隣
な
洞
見
を
即
時
ふ
る
に
常
つ
て
の
陣
却
を
克
服
し
得
た

」
E
言
ひ
、
岡
じ
〈
十
月
五
日
附
の

T
F
f
z
山知

ω手
紙
に

な
ら
ば
、

割
払
は
年
ば
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
・

は
、
「
私
は
債
格
及
び
傾
伯
の
問
題
し
よ
っ
て
甚
ど
し
く
妨
山
首
古
れ

τゐ
た
。

是
等
の
貼
仁
一
闘
す
る
悲
の
以
前
の

考
へ
は
、

正
し
〈
な
か
っ
た
o

な
の
今
の
見
解
も
、
同
じ
(
談
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
前
、

そ
れ
は
従
来
考
へ

τゐ

-
a
私
は
自
分
の
設
に
、
首
尾
一
貫
せ
る
形
式
を
奥

る
総
て
の
私
の
意
見
正
一
致

ιな
い
結
論
に
導
〈
か
ら
u

へ
る
ま
で
‘
仕
事
を
縦
り
る
で
ゐ
ら
う
。
」

t
言
ひ
送
っ
て
ゐ
る
。

然
る
に
此

ω「
首
尾
一
貫
せ
る
形
式
」
を
整
へ
て
表
れ
忙
一
彼
れ
の
寸
原
論
」
は
、
翌
一
八
一
七
年

ω瀞
に
至
っ
て
公

刊
さ
れ
た
0

・
』
の
公
刊
じ
刺
激
さ
れ
て
起
っ
た
倒
般
論
争
は
、
彼
れ
の
耐
個
俗
論
に
於
り
る
第
三
の
後
展
段
階
を
成

す
も
の
で
ゐ
る
が
・
そ
は
姑
〈
別
正
[
ー

吾
々
が
問
題
正
す
る
彼
れ
的
恐
慌
論
を
取
扱
へ
る
主
要
な
る
部
分
|
|

第・
1
1

二
十
一
章

1
lは
、
す
で
に
コ
原
論
』
山
第
一
版
よ
り
存
在
し
・

二
年
後
の
第
二
版
は
勿
論
・
夏
に
二
年

後
の
第
三
版
に
於

τも
、
重
要
な
る
改
鎚
な
〈
殆
ん

rそ
の
ま
、
包
合
さ
れ
て
ゐ
る
。
き
て
第
二
版
の
出
た
一
八

4

九
年
は
、
真
に
第
五
・
究

ω恐
慌
を
見
た
年
で
ゐ
h
J
.

此
の
恐
慌
は

y
カ
ア
ド

?ω
存
命
中
に
経
験
し
た
最
後
の

も
の
で
ゐ
る
か
ら
・
吾
々
は
最
後
に
此
の
恐
慌
に
も
一
瞥
を
典
へ
ね
ば
な
ら
旧
制
。

jTM Q9tular刊t叫 Jo山u叩』汀r
• Ilo 向M乱r j Lc引tt印cr悶So( Ric仁明aτdo to M 【孔L叶巾Jth】川US1810:'1:8::3 (ο1887)， p. 111. 

J. l'抽刷o印n町1mi ibid.， p. 120. 
J. H. I-Iol~élndcr;" Thc Developem!!nt of Rica代10・sTheory of V叫ue(The
QlI剖同IyJournal of ECOllomiL::> Allg. 1904) p. '476. 
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一
八
一
五
年
の
恐
慌
の
激
動
を
受
け
て
下
落
し
た
イ
ギ
リ
λ

圏
内
の
物
債
芭
欧
洲
大
陸
の
凶
作
の
た
め
に
、
笠

年
は
著
し
き
総
入
減
退
合
見
、
且
つ
過
剰
商
品
の
消
化
す
る
に
従
つ

τ
一
七
年
に
は
物
倒
は
す
で
に
上
向
傾
向

を
z
h
・
信
用
も
也
前
第
に
恢
復
す
る
芭
共
に
、
金
融
市
場
に
於
て
は
、
恐
慌
以
来
有
利
な
る
投
資
を
後
見
し
得
古

る
資
金
横
溢
し
、

一
七
年
に
は
こ
十
五
年
来
未
に
か
つ
て
見
5
る
好
僚
件
を
星
す
る
に
至
っ
た
。
金
融
市
場
の
此

の
紋
態
は
、

一
方
に
投
機
を
助
長
L
、
他
方
に
外
周
投
資
を
刺
激
し

τ‘
大
陸
商
品
の
勝
賞
‘
総
入
増
加
を
見
に

る

ωみ
な
ら
す
、
原
料
商
品
に
劃
す
る
思
惑
は
過
剰
な
る
原
料
総
入
を
導
き
・
債
格
下
落
時
勢
を
か
も
す
仁
王
っ

た
。
同
時
に
輪
出
投
機
は
輪
出
を
増
加
せ

L
め、

一
八
年
に
入
つ
工
は
・
濠
洲
、
極
東
、
何
度
、

、
、
、
、
、
、
、

.. 
、、.、

北
ア
メ
リ
カ
、
市
ア
メ
w
ノ
カ
に
謝
る
ま
で
・
世
界
到
る
彪
に
イ
ギ
り
ノ
ス
商
品
の
過
剰
堆
積
を
見
る
に
歪
h
-
殊
に

ア

7
9
カ
よ
ら

北
ア
メ
F
カ
に
於
て
は
、
此
の
過
剰
総
入
の
た
め
に
‘

一
八
一
八
ー
ー
一
九
年
の
恐
慌
を
惹
起

L
た
程
で
ゐ
つ

た
0

4
ギ

p
z
に
於

t
は、

一
八
年
以
後
の
原
料
及
び
植
民
地
商
品

ω輸
入
増
加
古
、

一
八
年
的
凶
作
に
伴
ふ
英

大
信
る
殺
物
輸
入
ご
.
資
金
の
蓄
積
よ
b
来
る
外
岡
投
資
ピ
、
是
等

ωた
め
に
園
際
貸
借
は
著
し
〈
悪
化
L
、柏崎

誌
の
下
落
、
金
的
一
流
出
ピ
な
h
，、

一
時
そ
の
盤
宿
を
誇
っ
た
金
準
備
は
一
入
年
以
来
急
激
に
減
少
し
て

此
の
年

の
下
午
期
に
は
金
融
市
場
の
脹
迫
を
戚
す
る
に
至

h
、
年
末
に
起
っ
た
ア
ラ
v
v

且
園
偵

ω下
落
に
よ
る
大
陪
恐
慌

に
刺
激
さ
れ
て
・
遂
に
一
入
一
九
年
二
月
に
至
っ
て
恐
慌
り
勃
畿
を
見
る
仁
至
っ
た
。

此
ゆ
恐
慌
は
其
の
範
園
正
程
度
に
於
て
前
二
者
仁
及
ば
な
か
っ
た
り
れ

E
も
、
此
り
三
つ
の
恐
慌
は
互
に
相
聞

叫
ヲ
泊
ア
ド
ゅ
の
恐
慌
諭

節
ニ
十
λ
笹

ブL

ブし

Jι 
九

品、

観

第三IJi(.8'9)に於て第+九Z置に詰ニつ(p.252-253; p. 257)都三版。821)に
於て挺に同輩に註ーっ (p.254-255)及てJj串二十一牢に一文章(p.280)が挿入

された。
):_ l)okc.:.A Bj~orY ， ~fJ)ric~s. V?}.， !': .(1~38) PP-.('7-79 
M. Bouniatian: Gcschichtc der Handclskris'cn 1]1 Engla.ld (1908) S 
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リ
力
ア
ド
ウ
白
恐
慌
諭

第
二
十
入
容

O 
O 

O 
O 

第

観

聯
せ
る
も
の
で
ゐ
h
、
殊
に
品
後
の
恐
慌
は
前
者
の
後
劇
を
演
じ
て
、
「
英
同
経
済
史
上
に
於
り
る
恐
慌
に
富
む

時
期
の
終
結
を
成
す
』
も
の
で
ゐ
品
。
そ
れ
は
過
剰
資
本
的
蓄
積
に
件
ふ
過
剰
生
産
及
び
過
剰
輸
出
入
ご
い
ふ
経

秘
的
原
凶
に
基
い
て
ぬ
る
が
、
同
時
に
凶
作
英
的
他
の
偶
然
的
事
情
を
も
動
凶
ご
し

τゐ
る
o

一
八
一
九
年
の
恐
慌
に
引
き
紛
〈
不
最
気
は
・
殆
ん
ど
P
カ
ア
ド
ク
の
生
存
中
に
亘
っ
て
繊
倒
し
て
ゐ
る
。
恐

慌
後
ゆ
『
物
倒
下
落
り
h
h

め
に
消
袋
内
増
加
し
た
精
巣
ご
し
て
、
宜
開
業
の
仙
川
践
は
成
品
粍
皮
に
改
書
さ
れ
た
。
け

れ
ど
も
金
値
己
し
て
は
、
物
倒
下
落
の
線
紛
の
た
め
に
、
商
業
及
び
工
業
に
於
け
る
活
動
は
・
一
人
二
四
年
的
初

頭
ま
で
は
、
か
な
り
閑
散
な
も
の
で
あ
っ
た
。

i批

一
八
二

O
l
l
二
四
年
の
経
済
朕
越

商
業

及
び
工
業
は
、
商
人
及
び
工
業
家
凶
直
接
的
一
損
失
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
低
い
利
潤
を
も
っ
て
満
足
せ
ね
ば
な

ら
T
、
此
仙
一
低
h
t

利
潤
は
、
新
た
な
資
本
を
そ
の
事
業
に
投
資
せ
ん
正
す
る
何
等
の
刺
激
を
も
拠
へ
な
い
蹴
態
に

あ
っ
た
同
の
で
あ
る
。
そ
し

τ最
初
に
述
べ
た
る
恐
怖
に
閲
す
る
論
争
的
行
は
れ
た
の
は
・
主
正
し

τ
y
カ
7
ド

ヲ
『
原
論
」
第
二
版
の
刊
行
以
後
、

即
ち
此

ω不
恭
一
以
沈
滞

ω時
代
に
於
て
い
あ
っ
た

Q

以
上
F
カ
T
r
?
の
活
動
刈
お
よ
そ
三
十
年
内
聞
に
於
て
、
彼
れ
の
経
験
し
た
る
恐
慌
は
、
一
七
九
三
、
九
七
・

一
八
一

0
・

一
九
年
的
五
回
に
及
び
、
是
等
は
飢
に
池
ぺ
来
れ
る
如
〈
、
各
々
そ
の
一
一
般
伎
を
共
へ
た
る

一五、

特
妹
性
に
於
て
存
在
す
る
。
従
っ
て
是
等

ω魁
慌
に
謝
す
る
史
家
的
見
解
は
必
す
し
も
一
致
[
な
い
。
第
一
に

近
世
的
恐
慌
の
品
目
現
を
最
も
新
し
〈
最
も
慎
重
に
見
る
見
解
を
代
表
す
る
も
の
ご
し
て
、

ツ
ガ

y
、
バ
ラ
/
内
ノ
旦

235-243 
M. Bounialian: a. a. O. S. 243 
りカア Vウは 1823年9月死亡 Lた。

M. Boun;atiani a. a. O. S. 247-
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英
闘
に
於
て
漸
〈
今
世
紀
(
+
丸
山
抑
制
)
の
二
十
年
代
を

以

っ

て

始

ま

る

。

一

八

一

五

年

及

び

一

八

一

入

年

ω恐
慌
は
、
共
の
型
仁
よ
れ
ば
、
前
肢
紀

ω恐

慌
に
屈
す
る
|
|
是
等

ω恐
慌
以
、
沼
山
知
的
で
な
〈
.
且
つ
イ
ギ
Y
1
4
ナ
ポ
レ
才

Y
E
の
問
に
行
は
れ
党
大
戦

f
r配
皆
口
蜘
剛
酢
じ
で
い
ω

一ム
Z
的
理
向
で
、
是
等
を
除
外
し
、

キ
ー
を
皐
げ
得
る
o
彼
れ
は
、
「
恐
慌
り
迦
期
的
反
械
は
、

一
八
一
一
年
、

一
入
二
五
年
の
恐
慌
を
以
っ
て
最
初
の
近
世
的

恐
慌
正
す
る
。
銃
二
に
之
正
反
射
割
に
、
近
肝
一
的
恐
慌

ω殺
現
を
比
般
的
に
古
〈
認
む
る
も
の
、
代
表

t
し
ず
し
、
ボ

タ
ナ
作
氏
を
摩
げ
得
る
o

彼
れ
は

「
十
八
世
利
的
末
葉
以
来
起
ウ
た
最
も
重
要
な
恐
慌
も
同
じ

f
注
意
に
値
す

‘
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
.
、
.
、
、
、
.

品
。
此
山
町
叫
代
よ

b
も
以
前
凶
も
の
は
、

廃
史
的
に
は
典
味
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

を
質
行
す
る
方
法

ι於
て
、

金
融
H
A
び
商
業
上
的
業
務

現
今
に
於
り
る
ど
は
殆
ん
ど
茶
山
地
駒
を
有
穴
な
hv
所
の
特
徴
を
表

L
て
ゐ
る
L

ご
の

理
由
で
之
を
制
変
し
、

一
七
九
二

1
l一
二
年
の
恐
慌
を
以
っ
て
叙
越
を
始
め
て
ゐ
る
。
警
一
に
雨
者
の
中
間
に
位

す
る
一
一
以
を
代
表
す
る
も
の
ご
し
て
レ
ー
キ
ュ

l
w
e
e奉
げ
得
る
。
彼
れ
は
、
「
十
八
世
紀
ま
で
は
、
生
産
は
主

ざ
し

τ農
業
的
で
ゐ
り
、
恐
慌
も
亦
同
じ
〈
、
殆
ん
ど
常
に
農
業
的
で
ゐ
っ
た
」
n
t
逃
ぺ
て
、
第
十
九
世
紀
最
初

の
恐
慌
(
一
入
一

0
5
を
以
っ
て
恐
慌
由
民

ω筆
を
起
し
て
ゐ
る
O

註

陸

此
の
誌
を
採
る
も
曲
目
、
フ
ラ
ン
ス
白
恐
慌
論
者
に
多
い
。
前
掲
レ
呆
キ
2
1
ル
白
外
に
、
ラ
Z

A

プ
も
亦
、
『
純
梓
に
臨
業
向
た
最
初
白
重

要
な
艇
消
恐
慌
H
、一
λ

一
O
年
白
そ
れ
で
あ
る
』
と
吉
ひ
、
ア
ル
ず
ア
も
『
十
九
世
純
白
初
頭
以
車
現
は
れ
た
近
世
的
措
慌
位
、
之
r
h

反
し

て
甚
だ
し

f
具
な
る
性
質
量
有
す
る
』
と
主
張
す
る
。

り
カ
ア
ド
ウ
の
恐
慌
論

第
二
十
λ
俸

O 

O 

第

擁

TlIg司n.saranowskey;Studi~四 zur Theoric Ilnd Geschichte der Handcls-
"krisen in Engl_and (1901t S. 66. 
G. H. Pownai1: Ari:.; "-Crises. Commercial札口dfinancial" (Pa~grave's 
pktionary o[ P_ ~'. voL.}-. (1，925). p. ，4.5Iq 
J. LeSCllre: Des C. ris~s !I白， ér:a lé~Jet'pel:iei:diques de Surproduction (192，3) 

E.tacon血 LaPrevision en 1I副島reCle Crises economiques (中6)

56. 
. Arwas i La Crise economique de 19ヲoen France (1923) p. 9 
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明
方
ア
ド
ウ
由
恐
慌
諭

務
二
十

λ
杏

C 

仁〉

第

披

ゾ
ュ
グ
ラ
ー
は
、
『
否
々
の
研
究
範
悶
を
限
定
す
る
な
ら
ば
、
恐
慌
は
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
、

η
 

時
期
に
朝
設
し

H
つ
終
処
し
て
、
混
則
正
し
{
併
行
的
に
趣
行
を
柑
け
た
こ
と
を
帥
附
設
す
る
』
主
主
張
し
て
、
一
八
口
の

l
l
一
八

O
E
年
を

吋
第
一
期
h
e
す
る
。

一
八

0
0年
目
車
暗
ん

r同
じ

ウ
キ
ル
ト
は
闘
際
問
自
『
辿
静
向
川
正
醐
開
』
は
一
人
一
五
年
の
恐
慌
に
ま
て
刷
出
円
J
T一
躍
め
る
と
と
が
山
車
る
と
の
瑚
山
で
此
の
恐
慌
以
後
圭

採
る
。
主
と
し
て
ゆ
ヰ
ト
ル
ト
を
根
蹴
K
L
た
円
イ
ン

Y
マ
ジ
も
ル
了
八
一
五
年
の
恐
慌
か
ら
そ
の
記
述
を
蛇
め
て
白
る
。

此
由
時
代
に
於
付
る
註
世
的
恐
慌
へ
の
過
拡
宮
町
叫
め
な
い
代
表
的
山
、
の
と
し
て
、
カ
ツ
セ
ル
敬
授
を
あ
げ
る
o

被
れ
は
串
る
一

λ
k
O
年

以
後
内
総
神
山
間
半
従
っ
て
之
に
作
ふ
恐
慌
の
質
的
淀
川
出
"
が
工
品
制
す
φJU

セ

リ
カ
ア
ド
ウ
伺
抗
措
撃
に
於
け
る
恐
慌
論
の
地
位

?
カ
ア
ド
ク
に
ど
っ
て
は
、
「
純
積
率
に
於
り
る
主
要
問
題
』
は
、
「
分
配
を
左
右
す
る
所
の
諸
法
則
を
決
定
す

る
』
に
ゐ

h
、
詳

L
〈
は
、
『
産
業
の
生
産
物
を
ば
北
(
の
形
成
仁
奥
つ
党
諸
階
級
の
問
仁
分
配
す
る
こ

F
r
決
定

す
る
所

ω諸
法
則
的
桝
究
』
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
彼
れ
が
『
主
要
問
題
」
ピ
な
し
た
分
自
論
は
、
階
級
的
H
7

・
枇
曾
の
三
階
級
的
閥
に
、
郎
ち
土
地
の
所
有
者
吉
、
某
の
耕
作
に
必

配
論
で
ゐ
る
。
『
土
地
の
生
産
物
は
・

要
な
貯
財
即
も
資
本

ω所
有
者
ご
、
主
お
者
の
拙
労
働
に
よ
っ

τ土
地
が
耕
作
さ
る
、
所
の
労
働
者
己
の
聞
に
分
割

さ
れ
る
』
り
で
あ
り
、
『
地
代
、
利
潤
及
び
勢
貸
の
名
の
下
に
、
是
等
の
各
ー
の
階
級
に
割
h
嘗
て
ら
る
、
土
地
の

金
生
産
物
の
比
例
』
が
問
題
で
め
る
o

C. Jllglar; lJe~ 仁nscs 仁ommerciaJes et de lClJl' retour periodiqllC (186:!) 

b I3 白、Vic_Ih;0cschichfe der H~nd<:lskri5~n_ (l~l4) S. 9~. 
H._M. )iyr.dmani Commc~_cial_ criscs of the Ni"netcenth CenturY(I893). 
八木津善哉諦.近世紹楠世慌史踊(1925)
G. Cassel ; Theoretisr;hc -Sazialむkonomie(1927) S. 474-476. 
D. ~icanlo i Principles of political Economy"and Taxel.tion， Prc(ace p. 
I. (Gpnnt:r's _ec!.~ 1913以下回引用はすべて此白聴による)
D. Ricardo; ibid" p.-1 姻組夫語; リカアドり魁済原稿(昭和三年)ー頁、
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か
〈
て
リ
カ
ア
ド
?
に
於

τは
、
経
済
事
上
の
纏
て
の
問
題
は
、
階
級
的
分
配
山
尾
地
か
ら
考
察
3
る
、
-
』
吉

、
な
る
o

例
へ
ば
彼

HHω
煩
値
論
は
分
配
諭

ω
理
論
的
基
礎
を
な
す
も

ω
で
ゐ
り
、
彼
れ
の
純
税
論
は
、
『
租
税

が
枇
曾
山
り
各
階
級
に
及
ぼ
す
影
響
を
十
分
に
究
め
る
L
-
』
ご
で
ゐ
b
・
彼
れ
の
機
械
論
は
.
「
機
械
山
改
良
が
同
家

の
各
純
の
階
級
の
利
害
に
及
ぽ
す
諸
結
果
」
に
閲
す
る
研
究
で
あ
つ
に
。

然
ら
ば
分
配
論
に
於
り
る
彼
れ
の
問
題
は
何
か
?
彼
れ
が
最
も
翁
敬
し
た
先
師
ア
ゲ
ム
・
1

ミ
ー
の
分
配
論

は
、
「
附
恨
抽
仰
の
構
成
部
分
」
な
品
思
怨
を
機
紘
己

L
、
庇
践
に
は
問
問
格
論
の
漣
紛
又
は
そ
の
一
部
ど
し
て
、
間
接
に

は
生
産
論
的
一
郎
ピ

L
t
諭
せ
ら
れ
た
。
そ
し
1

A

ミ
ス
に
於
て
は
、
此
山
り
u

『
倒
防
伯

ω構
成
町
浦
ゆ
」
を
な
す
も
の

は
、
地
代
、
利
側
、
第
臼

ω
一一一者一1あ
h
、
従
っ
て
是
等
三
者
の
自
然
率
を
決
定
す
る
怯
則
の
併
立
的
例
究
炉
、

質
質
上
に
分
配
を
論
中
る
部
分
の
内
容
Z
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
仁

y
カ
ア
v
h
y

の
見
る
所
で
は
、
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

λ

・
:
;
共
他

ω
有
侶
な
事
者
法
は
・
地
代
の
原
理
を
正
催
に
理
解
し
て
ゐ
な
い
た
め
に
、
地
代
の
問
題
が
徹
底

的
に
瑚
解
さ
れ
た
る
筏
に
於

τの
み
畿
見
3
れ
得
る
多
〈
の
重
要
な
る
真
理
を
看
過

L
柁
」
の
で
ゐ
る
が
、
す
で

に
砕
同
時
に
於

τは
、
一
八
一
五
年
マ
ル
ザ
ス
及
び
ク
ェ

λ

ト
の
二
氏
に
よ
っ
て
『
殆
ん
ぞ
同
時
に
、
地
代
の
異
の

向
学
説
が
設
に
さ
れ
」

τ居
h
、
リ
カ
ア
ド
ク
に
ご
つ
で
は
・
「
地
代
は
商
品
侭
格
的
構
成
部
分
で
な
い
』
d

M

さ
が
明

ら
か
ご
な
っ
て
ゐ
た
。
従
っ
て
リ
カ
ア
ド
ヲ
に
課
せ
ら
れ
た
る
問
題
は
、
此
の
正
し
き
地
代
論
の
上
に
立
っ
て
、

『
利
潤
及
び
労
賃
の
諸
法
思
を
研
究
す
る
に
め
っ
た
。

『
利
潤
及
び
品
百
貨
の
諸
法
則
』
に
於
て
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
の
特
に
問
題
ご
し
た
の
は
、

u
p

一刻ア
V
9
由
恐
慌
諭

O 

O 

第
二
十
八
番

第
-
腕
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リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
怖
諭

第
二
十
八
巻

第

韓

o 
凹

-
O
四

第
一
に
利
潤
己
一
労
賃
ご
の
聞
に
於
げ
る
静
的
な
比
率
閥
係
で
あ

b
、

第
二
に
利
潤
己
一
祭
賞
ご
の
関
係
の
動
的
鎚
化
、
即
も
「
富
の
増
準
が
利
潤
及
び
労
賃
に
及
ぼ
す
結
川
市
』
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
に
閲
す
る
彼
ハ
い
の
例
宛

ω粕
川
市
は
.
利
潤
ご
鋒
貸
ご
の
聞
に
存
す
る
反
比
例
閲
係
の
設
定
で
あ
っ

た
o

両
者
は
一
物

ω二
分
で
あ
る
か
ら
・
一
方
が
大
な
れ
ば
他
方
は
小
、
一
方
が
小
な
れ
ば
他
方
は
大
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
郎
も
「
利
潤
は
バ
勢
貨
の
高
い
か
低
い
か
に
比
例
し
て
、
低
い
全
両
い
で
ゐ

ιうい
τい
ふ
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
じ
劉
[
て
彼
れ
は
主
政
す

ι。
先
づ
第
一
に
「
め
似
の
自
然
観
格
は
、
都
働
者
及
び
彼
れ
の
家
族

的

を
維
持
す
る
仁
必
嬰
な
る
食
物
、
必
要
日
開
及
び
似
賞
品
に
依
存
す
る
い
日
も
の
で
あ

h
、
此
の
「
自
然
倒
岬
怖
を
友
右
J

る
所

ω主
要
な
る
商
品

ω
一
ハ
二
食
物
)
は
、
之
を
生
産
す
る
困
難

ω冊
唱
す
た
め
に
、
次
第
に
高
欄
ご
な
っ
て
端
本
る
」

か
ら
、
そ
ニ
で
「
枇
曾
的
進
歩
正
北
(
に
、
恥
労
働

Jur貯
樹
山
相
川
H

・
h巾
口
酌
刷

k
r
r傾
向
を
有
す
る
M
L

第
二
に
利
潤

の
一
般
的
傾
向
は
、
此

ω努
Uω
一
般
的
勝
此
の
反
一
山
正
し

c、
常
に
下
落
傾
向
を
ご
る
。
的
も
「
利
潤
的
自
然

的
傾
向
は
下
落
に
あ
る
・
何
己
な
れ
ば
枇
曾

tbh曲
川
進
歩
す
る
に
従
ひ
、
必
要
な
る
食
物
の
追
加
誌
は
.
ま
す
ま

す
多
〈
の
勢
仙
の
犠
牲
に
よ
っ
て
符
ら
る
、
か
ら
」

z。
是
れ
即
も
叫
ノ
カ
ア
ド
ウ
に
於
げ
る
利
潤
市
部
遮
滅
的
法
則

で
ゐ
る
。
蓋
し
比
り
法
則
は
す
で
に
ス
ミ
ス
に
依
っ
て
も
認
め
ら
る
、
所
で
ゐ
る
が
、
た
h
v
λ

ミ
λ

に
於
て
は
、

富
山
増
進
に
伴
ふ
資
本
家
間
ヰ
恐
す
を
以
っ
て
逓
減

ω派
閥
ご
な
せ
る
に
反

L
、
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
に
於
て
は
、
此

ω

原
凶
は
ど
こ
ま
で
も
利
潤
ご
州
胃
袋
内
反
比
例
闘
係
に
鯖
せ
ら
れ
て
お
品
。
従
っ
て
「
労
賃
騰
黄
山
或
る
永
札
制
的
源

問

な

き

限

史

資

本

内

需

u
、
利
判
長
秘
的
に
下
落
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
ヲ
〕
L
、
召
し
も
労
働
者
の
必
要

ロ
聞
が
同
じ
容
劫
さ
を
以
つ

τ絶
え
す
増
加
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
資
本
が
如
何
な
る
額
仁
ま
で
蓄
積
き
れ

や
'
フ
己

~~I稿; Wスミスの倒怖諭と分阻諭] (制隣論議第十八巻第一腕、大正十三年-
~，審問。
P: .Ricar' ~O ，; Principles， p. 2. 
!t!c1.， p. 1. (向上一頁}
ibid.， p. 2.(同七三頁}
i!:.~~. ， p. 87-~8. (向上一一ー頁)
jh~(!.. p. 70. (同土九三頁)
ibid.， p. 98，(同上一二三J!)

(明氏部本 二頁}
1:') ibid.. p. 55.(同上し四百)
]4) ibic1.. p. 1.(同 kー買)
16) ibid'J p. 70. (向上九三百)
l'i) ibid.， p. 70.(阿上九二百)
20) ibid.， p. 272. (向上三一ニ頁)
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も
、
利
潤
率
ま
た
は
労
貨
準
に
は
、
何
等
の
永
続
的
強
化
も
起
h
得
な
い
で
ゐ
ら
う
。
」
柁
u
y

現
貫
に
於
て
は
、
枇

曾
の
進
歩
ピ
官

ω増
進
は
・
食
物
生
産
の
困
難
を
増
す
が
放
に
、
勢
貸
越
棺
従
つ

τ刺
潤
越
川
酬
の
結
巣
を
来
す
も

の
で
ゐ
る
ご
言
ふ
。

然
ら
ば
滋
に
問
題
ご
な
る
は
‘
利
潤
率
遊
減
の
法
則
古
資
本
蓄
積
ご
の
関
係
で
あ
る
。
枇
曾
の
進
歩
1
1
富

ω

増
進
|

l
資
本

ω蓄
積

ω粘
川
市
正
し
て
、
利
潤
卒
は
次
第
に
誕
滅
す
る
も
の

E
せ
ば
、
資
本
の
蓄
積
は
業
れ
自
身

一
の
矛
盾
に
疏
若
し
な
い
か
ど
う
か
♂
査
し
資
本
の
蓄
積
を
促
進
す
る
動
機
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
〈
利
潤
の
獲

得
で
ゐ
る
か
ら
・
資
本
の
蓄
積
が
利
潤
の
越
川
酬
を
来
す
正
い
ふ
こ
ご
は
・
的
も
蓄
積
自
身
が
自
己
の
動
機
を
弱
む

る
司
』
ご
で
ゐ
り
、
叫
す
N
M
そ
の
も
の
、
自
滅
乃
至
自
己
矛
盾
を
表
明
す
る
か
ら
で
ゐ
品
。
そ
こ
で
蓄
積
が
利
潤
仁
及

ぼ
す
影
響
は
、
汁
ヵ
ア
ド
カ
ノ
に
於
τ
h
問
題
己
な
ら
グ
る
を
得
な
い
。
彼
れ
は
す
で
に
「
利
潤
率
に
於
り
る
永
蹴

的
混
化
的
原
巴
を
研
究
す
る
第
六
章
「
利
潤
に
就
て
L

に
於
て
、
此
の
問
題
に
鮒
れ

5
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
夏

に
特
に
此

ω問
題
に
閲
す
る
特
別
り
一
章
を
設
り
て
、
第
二
十
一
章
『
蓄
積
が
利
潤
及
び
利
子
仁
及
ぼ
す
諸
結
果
」

仁
於
て
、
之
を
詳
説
す
る
に
ま
っ
た
。
思
ム
に
蓄
積
仁
内
在
す
る
矛
盾
の
問
題
は
後
世
の
抑
制
糖
事
者
に
ご
っ

て
、
最
も
重
要
な
る
理
論
的
一
己
な
っ

τ来
北
の
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
蛍
時
の

y
カ
ア
ド
ヲ
に
於
て
、
か
〈
の
如

〈
問
題
正
さ
れ
号
、
ゐ
る
一
』
正
以
興
味
め
る
こ
正
で
あ
る
。
が
そ
れ
よ
り
も
真
に
興
味
あ
る
副
賞
は
、
今
ま
苔
々

の
問
題
ご
す
る
恐
慌
仁
闘
す
ゐ
剖
論
が
、

P
カ
ア
ド
タ
に
於

τも
亦
・
蓄
積
論
に
関
聯
し
て
論
究
苫
れ
て
ゐ
る
こ

ご
で
あ
る
。
註

註

:
ァ
ド
ウ
に
於
付
る
恐
慌
諭
山
地
位
に
つ
岳
、
デ
イ

1
ル
政
技
は
余
ム
」
同
時
な
る
且
僻
を
採
む

り
カ
ア
ド
ウ
町
恐
慌
論

隼
二
十
λ
巻

O 
E 
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